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　江戸川区民におなじみの「塩沢江戸川荘」。昭
和63年12月の開設をご縁に両都市の交流は始ま
りました。区立小学校が実施するスキー教室では、
毎年1,000人以上の児童が南魚沼市を訪れ、市民
の皆さまから温かい心のこもったおもてなしを受
けています。長きにわたり、家族のようにお付き
合いをさせていただいてきた南魚沼市と、このた
び友好都市の盟約を結ばせていただき、こんなに
うれしいことはありません。
　この盟約を機に、文化、スポーツ、教育、経済
といった交流はもちろん、災害時においてもお互
い協力しあい、両都市のますますの発展に力を尽
くしてまいります。

　　　　　　　　　　　江戸川区長　斉藤　猛

　昭和63年に、塩沢地域に江戸川区の皆さまが
「塩沢江戸川荘」を開設されて以来、今日まで、
すばらしいお付き合いをさせていただいています。
その交流から発展し、このたびの締結を迎えるに
至りましたことを本当にうれしく思っています。
　来年の東京オリンピック・パラリンピックでは、
江戸川区も会場の一つとなっています。当市では雪
の利活用に取り組んでおり、南魚沼の雪を使った暑
さ対策などで力添えができればと考えております。
　私どもは雪国の小さな市ですが、長く続いてき
た友好関係をさらに昇華し、江戸川区の皆さまと
の助け合いと信頼の輪が広まることを心から期待
しています。

　　　　　　　　　　　南魚沼市長　林　茂男

江戸川区長・南魚沼市長あいさつ

江戸川区花火大会では、毎年約１万４
千発の花火が夜空を彩ります。主な
特産品には、江戸川区の地名から名
付けられた小松菜などがあります。

　江戸川区は、東京23区の東端に位
置し、23区では４番目に広い区です。
都心部へのアクセスの良さや公園の
多さから子育て世代が多く、人口約
70万人の大都市でありながら、江戸
川をはじめとした河川や東京湾など
に囲まれ、豊か
な水と自然に
恵まれています。
日本有数の観
客数を誇る夏
の一大イベント

【問合せ】秘書広報課　☎７７３ー６６５８

南魚沼市・東京都江戸川区  友好都市盟約を締結南魚沼市・東京都江戸川区  友好都市盟約を締結
【問合せ】秘書広報課　☎７７３ー６６５８

　８月５日㈬、東京都江戸川区との友好都市盟約を
締結しました。締結式は、当初、南魚沼市役所で開
催する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の

影響を考慮し、オンラインミーティングシステムの
Zoomを活用して、江戸川区と南魚沼市の約230㎞
をオンラインで結んで開催しました。

江戸川区はどんなところ？

埼玉県

東京都

神奈川県
千葉県

山梨県

静岡県

茨城県

江戸川区

ズーム

特産品の小松菜 江戸川区花火大会
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私の国はこんなところ

　ソマリアは人口約1,500万人の国で、アフリカ
の最東端に位置し、地形的な特徴などから「アフ
リカの角」と呼ばれています。気候は熱帯性気候
ですが、気温は25～28℃と熱帯の中でも比較的

穏やかです。主要な産業は農業、畜産業、漁業です。バブエルマンデブ海峡
へ続く南進路沿いのルートと、紅海とスエズ運河を通るルートは、世界貿易
で重要な役割を担っています。魅力的な観光地の一つとしてビーチがありま
す。特に首都モガディシュの「リイドビーチ」は人気で、地元の人や何千人
もの観光客が訪れます。ソマリアに行ったらぜひ、訪れてみてください。

南魚沼市に住んで感じたこと

　南魚沼で生活する機会を得られてうれしく思います。 私は日本の「人を
敬う」文化が好きです。みなさんがとても親切です。この街の緑の木々や新
鮮な空気などの自然環境、街を取り巻く山々のすばらしい景観は私のお気に
入りです。おいしいお米と魚、特に刺身も好きです。私は南魚沼でおいしい
料理と新鮮な空気を楽しんでいます！
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　ごみ行政の現状や課題について、市民のみな
さんから一層の理解と関心を深めていただくた
め、本年度の「市長と市民の車座会議 ざっくば
らん（市政懇談会）」で、現在のごみ処理の状
況や新ごみ処理施設の建設をテーマに市民のみ
なさんと意見交換をしたいと考えていました。

しかし、新型コロナウイルス感染症の影響を考
慮し、市政懇談会を中止したため、代わりに市
報でごみ行政に関する特集を４回にわたって掲
載し、ごみ処理や新ごみ処理施設について市民
のみなさんと共に考えていきたいと思います。

南魚沼市長　林　茂男　

【問合せ】　新ごみ処理施設整備室　☎７８２－０２６３

āȮəȾȠȱɭā໤ࢳை Op/Ǎ

͝Έॲཧࢪઃͷࠓ
　現在、南魚沼市のごみは、環境衛生センター〔可燃ごみ処理施
設：島新田、不燃ごみ処理施設：上十日町〕と魚沼市のエコプラ
ント魚沼〔魚沼市中島〕で処理しています。環境衛生センターで
は六日町・塩沢地域と湯沢町のごみを処理し、大和地域のごみは
エコプラント魚沼で処理しています。
環境衛生センター
・可燃ごみ処理施設
　ごみを高温で溶かしスラグ（※）化できる溶融炉
を採用しており、スラグの一部は埋め戻し材や
コンクリート骨材としてリサイクルし、活用し
ています。また、ごみの焼却熱を利用して、
施設内の電力を発電しているほか、可燃ごみ
処理施設に付帯する温泉施設「金城の里」の
温泉を温める熱源として使用しています。
・不燃ごみ処理施設
　ビン、カン、金属類などの有効資源を
分別や破砕により回収するとともに、
ペットボトルや容器包装ごみなどのリサイクルを行っています。
エコプラント魚沼
　可燃ごみ焼却施設は、砂を高温に熱してごみをむらなく素早く
燃焼させる流動床炉を採用しています。また、施設内には焼却施
設とともに、不燃ごみ・大型ごみ処理施設を併設しています。
　エコプラント魚沼では、平成20年から３か年をかけて大規模
修繕工事を行い、施設の延命を図りました。

　ごみ処理施設は、高温の燃焼炉と大小さまざまな機械の集合体
であり、適切なメンテナンスにより日々の運転を行っています。
　しかし、どちらの施設も建設から一定の年数が経過して老朽化
が進んでいます。

（※ ） スラグとは、ごみを高温で溶かし、冷やすことで生成させる
ガラス状の物質

南魚沼市環境衛生センター
可燃ごみ処理施設

不燃ごみ処理施設

魚沼市エコプラント魚沼

地域によって利用するごみ
処理施設が分かれているん
じゃ。
両方の施設を安全に維持し
ていくことは大変なんじゃ。
今回は施設の状況などを見
ていただこうかの。

ȮəȮə新新
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平成23

家庭系ごみ 事業系ごみ １人１日当たりごみ搬入量
平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30（年度）

　今後の南魚沼市の家庭系のごみ量は、人口の
減少とともに、年々少しずつ減少していくと予
想されます。
　一方、会社やお店などから排出される事業系
のごみは、近年は大きな変化なく推移している

ことから、今後も横ばいで推移するものと予想
されます。ただし、市内の産業の変化によって
は増減の可能性もあります。
　家庭系のごみと同様に、事業系のごみの排出
に関しても、分別とリサイクルに努め、南魚沼
市一丸となってごみの減量化に取り組む必要が
あります。

͝ΈྔͷਪҠ（ࢪઃ΁ͷൖೖྔ）

ઃͷ֓ཁࢪ

͜ΕかΒͷ͝Έྔ

　南魚沼市のごみは、年によって多少の違いはあるものの、ごみ量の約
６割が家庭系のごみで約４割が事業系のごみです。その合計量を人口で
割ると、１人当たり１日に約1.1㎏のごみを出していることになります。
　下のグラフは、近年のごみ搬入量の推移を表しています。ごみの総量
に大きな変化はありませんが、家庭系のごみは人口の減少などにより少
しずつ減少しています。しかし、事業系のごみが若干増えていることか
ら、１人当たりが１日に出すごみ量はやや増加していることになります。

名　称 南魚沼市環境衛生センター 魚沼市エコプラント魚沼

区　分 可燃ごみ処理施設 不燃ごみ処理施設
　　　　　（別棟） ごみ焼却施設 不燃・大型ごみ処理施設

　　　　　　　　（合棟）
処理対象地域 南魚沼市（六日町地域・塩沢地域）、湯沢町 魚沼市、南魚沼市（大和地域）
処理対象人口 ５０，５３１人 ４８，９１８人
処理能力 110t／日(24時間) 30t／５時間 95t／日(16時間) 23t／５時間

処理方式 酸素式熱分解直接
溶融方式

粗大ごみ併用
処理方式

准連続旋回型
流動床方式 粗大ごみ併用処理方式

処理開始 平成16年４月 平成９年４月 平成７年４月
可燃ごみ袋料金
（45ℓ用） 50円/枚 32円/枚

事業系のごみとは、事務所
や飲食店などから出るごみ
のことで、事業活動が盛ん
な地域は事業系のごみも多
い傾向にあるんじゃ。

博士、事業
系のごみっ
てなぁに？

南魚沼市　ごみ搬入量の推移
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मඅิݕઃͷ఺ࢪӴੜηϯλʔՄ೩͝Έॲཧڥ؀
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

年間点検
補修費 3億4400万円 9600万円 5億3600万円 1億9600万円 4億7200万円

（10万円以下切り捨て）

　現在の環境衛生センターは、平成16年から稼
働し、16年が経過しています。計画的な設備の
更新を行っても、将来の補修費の増加や予期せ
ぬ故障の発生が懸念されるため、新しい施設に
建て替える時期にきています。
　魚沼市のエコプラント魚沼も、平成７年に建
設され、平成20～22年度に施設の大規模修繕

が行われましたが、それから約10年が経過して
おり、近い将来、どちらの施設も新しく施設を
更新する必要があります。
　そこで、国や県の方針でもある広域化により、
近隣の地域と共同で整備することをめざし、新
しいごみ処理施設の建設計画を検討していくこ
とになりました。

　これは、環境衛生センター可燃ごみ処理施設
の近年の点検補修費の表です。年度により金額
の増減はありますが、毎年高額な点検補修費用
が必要になっています。また、運営費全体では
年に平均約7.1億円の経費がかかっています。（人
件費・事務費などを除く）
　施設では、各種測定・検査、適切な点検整備
などにより定められた環境基準を順守し、安全
を第一に運営しています。また、本年度から老

朽化した設備の更新を中心に計画的な整備を行
う予定です。しかし、施設全体の老朽化により、
点検補修費は年々高額になり、故障などのリス
クも高まることが予想されます。
※ この点検補修費には、定期修繕費、定期点検
費、修繕費が含まれています

　平成７年ころ、主にごみを焼却する際に発生
するダイオキシン類が大きな問題になりました。
　その対応策としては、ダイオキシン類の発生
を抑えるよう、大規模な施設でごみを安定的に
燃やすことが挙げられています。そこで、国は

全国の自治体に対して、ごみ処理施設を広域化
して大規模な施設に集約する方針を示しました。
　これを受けて、新潟県も市町村の共同処理を
推進する処理体制の広域化を基本方針としまし
た。

近隣の地域と協
力して、大きな
施設を作ること
がすすめられて
いるんだね！

国は
広域化の方針を
示しました

ࠃ ৽ׁݝ
県も
広域化を
基本方針と
しました

こんなに費用が
かかっているんだ！



市報 みなみ魚沼　令和2年9月1日発行�

ҬԽͷ௕ॴͱ୹ॴɹɹ޿ʂɹͯ͑ڭ

　昭和46年に完成した島新田のごみ処理施設の航空写真で
す。島新田には、昭和58年に2代目の施設が、平成16年に3
代目の現施設が建設されました。写真中央部の、白色の丸い
タンクはし尿処理施設です。
　島新田並びに周辺地域には、約50年にわたり、地域のごみ
行政に多大な貢献をいただいています。

◆次回は、新たなごみ処理施設に求められる規模や、エネルギー活用の事例などを紹介します。

ɹɹ
経済性
・ 施設を１つに集約することで、建設費用
を低く抑えることができます。
・ 運営維持管理費も低く抑えることができ
ます。
・ 全体コストの削減が見込まれます。

環境への負荷
・ 燃焼時に発生する大きな熱エネルギーを
活用した廃熱発電や温水を利用すること
で、火力発電所の化石燃料などの消費が
減り、二酸化炭素の削減が期待できます。
・ 処理規模が大きくなることで、安定した
燃焼管理が可能となり、ダイオキシンな
どの有害物質の低減が図られます。

ɹɹ
経済性
・ 運搬距離と時間の増加により、収集運搬
経費が増加します。また、建設場所によ
っては、ごみ中継施設の設置と運営が必
要になる場合があります。

環境への負荷
・ 広域からごみ収集車が集まることで、排
気ガスの増加が懸念されます。また、交
通量の増加に伴う安全面や騒音の問題が
考えられます。

利便性
・ 市民や事業者が直接ごみを搬入する場合、
地域によっては運搬にかかる距離や時間
が増加し、利便性の低下が懸念されます。

ҬͰ੔උ͢Δ͜ͱΛܾఆ޿

ϓϨΠόοΫɹύʔτ̍

　南魚沼市、魚沼市、湯沢町の２市１町は、平成
25年に新しい施設の共同処理を検討していくこと
で合意し、共同処理の利点などを検討しました。
　平成27年２月、２市１町は、広域で新たなごみ
処理施設を整備していくことを正式決定しまし
た。

環境衛生センターとエコプラント魚沼に搬入する車両台数のデータは、
ごみ収集車が1日約79台、一般車両が1日約455台となっているんじ
ゃ。広域化に伴い、施設周辺の交通量の増加などが懸念されるため、
安全面などを考慮した搬入経路などを考えていく必要があるのう。

一緒に
作ろう

௕ॴ ୹ॴ



　詳しい委員会の内容や、過去の
議事録などは、市ウェブサイト
（「医療のまちづくり検討委員会」
で検索）をご覧ください。

　まちづくりについて 
市の交通政策
　市では路線バス、市民バスのダイヤなどの改善を
図っていますが、乗り継ぎなどなく自宅から目的地
まで移動できるサービスの提供は難しい現状です。
介護保険課などが主体となり、ボランティアを活用
した送迎ができないか検討をはじめています。
六日町地区地域づくり協議会の取り組み
　健康づくりと福祉増進のため、保健師の協力を得
ながら、地域での活動に取り組んでいます。医師へ
の負担軽減のためにはこのような予防医療がすごく
大切ではないかと思います。今後は参加者の集まり
方や交通手段なども考えていく必要があると思いま
す。その他に、観光客へのお茶出しから始まったボ
ランティア活動がサロン活動へと形を変え、ごみ拾
いや草取りなど、継続して活動が行われている地域
があります。
南魚沼市女子力観光プロモーションチームの取り組み
　市内には温泉が13か所もあり、その中には環境省
による国民保養温泉地に指定されているところもあ
ります。それぞれ泉質や効能も異なることにも着目
しています。地域の宝物である温泉を利用した観光
や住民サービス、医療との連携ができればよいのでは
ないかと考えています。
南魚沼市筋力づくりサポーターの会の取り組み
　市内110か所でレインボー体操を実施しています。
体操を教えることで、地域で活躍することができ、
自分自身の介護予防にもなります。

委員からの意見など
•路線バス、市民バスに加えてオンデマンド交通（予
　約や要望があった時に運行する交通システム）の
　ようなサービスについて、交通弱者や保健医療と
　結びついた目線から検討を行い、改革していくべ
　きではないか。
•新型コロナウイルスに関連して、地方へのＵ・Ｉ
　ターンなどが注目される中、温泉療養やすばらし
　い自然・食事などが、医療のまちづくりの核の一
　つになると良いのではないか。
•地域づくり協議会や筋力づくりサポーターの会な
　どの活動により、地域の人にさまざまなサービス

　が行き届いていることは重要であり、今後もまち
　づくりの核として活動を継続してもらいたい。

　医師確保について
新潟県の考え
　このような委員会を通して、自治体と病院が主体
的に検討を進めていることに敬意を表したい。これ
を受け、県でも検討を継続しながら市と一緒に、地
域のために取り組んでいくことを考えている。

委員からの意見など
•医師の確保が難しく、多くは非常勤医師で担って
　いるという状況は変える必要がある。寄附講座（※）
　によって頼りがいのある、リーダーシップを持っ
　た医師を確保することで、その医師をめざして若
　い医師が多く来るようになっていくだろう。
•市が取り組む寄附講座を核に、新潟県から医師派
　遣の支援を得ながら、指導医が多くいることを活
　用した専攻医の研修システム構築などの体制づく
　りを行う必要がある。しかし、これには非常に時
　間がかかるため、さまざまな手段を考えてすぐに
　スタートさせる必要がある。
•若い医師にとっては都会が魅力的と思われるが、
　地方の診療はやりがいがあり、地域の人たちに  
　とっていかに役に立つことか、さまざまな方法で
　伝えていきたい。
•これからは、高齢者の看取りなど、在宅医療の切
　迫した課題などに、自分の専門でなくても興味を
　持って取り組む医師が必要になるだろう。

 （※）大学への寄付金により特命教授などを招い
　　　て開設される研究・教育のための講座。地
　　　域医療に情熱を持った医師が現地で診療に
　　　従事する講座により医師不足にも寄与する
　　　ことを目的としている。

第4回 医療のまちづくり検討委員会
【問合せ】保健課　☎７７３ー６８１１

　７月４日㈯、「まちづくり」と「医師確保」をテーマに第４回医療のまちづくり検討委員会（以下、委員
会）が開催されました。
　「まちづくり」について、市は交通政策などの説明を行い、ゲストスピーカーの六日町地区地域づくり協
議会、女子力観光プロモーションチーム、筋力づくりサポーターの会のみなさんからは取り組み状況をお話
しいただきました。「医師確保」については、新潟県の考えが委員から説明されました。その後、それぞれ
のテーマについて意見交換などを行いました。（以下、一部抜粋・要約）

�市報 みなみ魚沼　令和2年9月1日発行
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ࡂ
֐
時
に
自
力
で
ආ
೉
す
る
こ

と
が
ࠔ
೉
だ
と
思
わ
れ
る
人
（
ආ

೉
ߦ
ಈ
ཁ
支
援
者
）
に
ਝ
଎
な
ආ

೉
支
援
を
ߦ
う
た
め
、「
ආ
೉
ߦ

ಈ
ཁ
支
援
者
名
฽
」
を
࡞
成
し
て

い
ま
す
。

໊
฽
の
ొ
࿥
内
容
ͱ
用
్

　
ཁ
支
援
者
の
名
前・生
年
月
日・

性
ผ
・
住
所
・
電
話
൪
号
・
ආ
೉

支
援
を
ඞ
ཁ
と
す
る
ཧ
༝
な
ど
を

掲
載
し
ま
す
。

　
ߦ
੓
۠
な
ど
で
ࡂ
֐
時
や
地
域

で
の
見
क
り
׆
ಈ
、
๷
ࡂ
܇
࿅
な

ど
の
ࡍ
に
׆
用
し
ま
す
。

໊
฽
΁
の
ొ
࿥
ख
ଓ
͖

　
対
象
者
に
「
ආ
೉
ߦ
ಈ
ཁ
支
援

者
名
฽
登
࿥ 

৘
報
ఏ
ڙ
ಉ
ҙ
ॻ
」

を
送
付
し
ま
す
。
ಉ
ҙ
ॻ
に
記
入

し
、
ಉ
෧
の
ฦ
৴
用
෧
౵
で
ฦ
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

ಉ
ҙ
し
な
い
場
合
も
ఏ
出
が
ඞ

ཁ
で
す

対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
֘
౰
す
る
在

୐
の
人
（
ࢪ
ઃ
、
ප
Ӄ
な
ど
に
長

期
の
入
所
・
入
Ӄ
を
し
て
い
る
人

は
対
象
֎
）

・
ཁ
介
ޢ
ೝ
定
３
～
５
の
ೝ
定
者

・ 

身
ମ
ো
֐
者
ख
ா
１
・
２
ڃ
の

ަ
付
を
受
け
て
い
る
者

・
ྍ
ҭ
ख
ா
̖
の
ަ
付
者

・ 

৵㆗
㇓
㆗
㇞
ㆄऻ

త
人
޻
ݺ
ٵ
ྍ
๏
・
ඇ
৵

ऻ
త
人
޻
ݺ
ٵ
ྍ
๏
೉
ප
ױ
者

・
ස
回
ٵ
Ҿ
を
ཁ
す
る
೉
ප
ױ
者

・
在
୐
ࢎ
ૉ
ྍ
๏
೉
ප
ױ
者

・
在
୐
人
޻
ಁ
ੳ
ྍ
๏
೉
ප
ױ
者

・ 
日
ৗ
生
׆
ಈ
࡞
が
௿
下
し
て
い

る
か
、
ࡂ
֐
時
に
Ҡ
ಈ
が
ࠔ
೉

な
೉
ප
ױ
者

・ 

そ
の
他
市
長
が
支
援
を
ඞ
ཁ
と

ೝ
め
た
者

※ 

ࡂ
֐
時
に
は
、
名
฽
৘
報
の
ఏ

ڙ
΁
の
ಉ
ҙ
が
な
く
て
も
৘
報

を
ߦ
੓
۠
な
ど
に
ఏ
ڙ
し
ま
す

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ॿ
成
事
ۀ
は
、

一ൠ
ࡒ
ஂ
๏
人
自
࣏
総
合
セ
ン
タ
ー

が
ๅ
く
じ
の
ࣾ
ձ
ߩ
ݙ
広
報
事
ۀ

と
し
て
、
集
ձ
ࢪ
ઃ
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
׆
ಈ
උ
඼
の
੔
උ
、
҆
શ
な

地
域
ͮ
く
り
な
ど
に
対
し
て
ॿ
成

す
る
事
ۀ
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
ߦ
੓
۠
や

ࡂ
֐
࣌
ʹ
備
͑
ỏ
ආ
೉
ߦ
ಈ

ཁ
ࢧ
ԉ
ऀ
໊
฽
を
࡞
成
し
ͯ

͍
ま
す

【
問
合
せ
】
福
祉
課 

ߴ
ྸ
福
祉
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

令
和
２
年
度

ί
ϛ
ỿ
χ
テ
ỹ
ॿ
成
ࣄ
ۀ

【
問
合
せ
】
ا
ը
੓
ࡦ
課

☎
７
７
３
‐
６
６
７
２

自
主
๷
ࡂ
૊
৫
な
ど
で
、
۠
内
の

ࡇ
ྱ
に
ඞ
ཁ
な
උ
඼
や
、
๷
ࡂ
用

඼
の
੔
උ
な
ど
で
ॿ
成
を
受
け
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
׆
ಈ
の
ॆ

࣮
・
強
Խ
を
ਤ
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
は
、
地
域
ߦ
事
の

ܧ
続
త
な
࣮
ࢪ
を
໨
త
に
、
ધ
ケ

沢
新
ా
۠
が
ଠ
ޑ
、
౬
୩
۠
が
子

ど
も
ਆㆿ

༫㆓
㆗

を
੔
උ
し
ま
し
た
。

  

　
10
月
１
日
を
ج
४
日
と
し
て
、

શ
ࠃ
一
੪
に
ࠃ
੎
ௐ
ࠪ
を
࣮
ࢪ
し

ま
す
。

　
ௐ
ࠪ
員
が
９
月
্
०
か
ら
֤
ੈ

ଳ
を
๚
問
し
、
ௐ
ࠪ
ॻ
ྨ
を
഑
布

し
ま
す
の
で
、
回
౴
を
お
ئ
い
し

ま
す
。

　
ௐ
ࠪ
の
回
౴
は
、
ࢴ
で
の
ఏ
出

の
΄
か
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

ϑ
Ỽ
ン
を
用
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
も
回
౴
で
き
ま
す
。
簡
୯

で
ศ
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
౴

を
ͥ
ͻ
ご
׆
用
く
だ
さ
い
。

　
ࠃ
੎
ௐ
ࠪ
は
、
日
本
の
人
ޱ
・

ੈ
ଳ
・
就
ۀ
状
況
か
ら
み
た
࢈
ۀ

ߏ
଄
な
ど
を
໌
ら
か
に
す
る
た
め
、

５
年
ご
と
に
ߦ
わ
れ
る
ࠃ
の
࠷
も

ॏ
ཁ
な
౷
ܭ
ௐ
ࠪ
で
す
。
ௐ
ࠪ
݁

Ռ
は
、
介
ޢ
・
ҩ
ྍ
、
ޏ
用
対
ࡦ
、

ࣇ
ಐ
෱
ࢱ
、
地
域
の
׆
性
Խ
な
ど
、

さ
ま
͟
ま
な
分
໺
で
໾
立
て
ら
れ

る
ج
ૅ
ࢿ
料
と
な
り
ま
す
。

　
回
౴
内
༰
は
、
౷
ܭ
࡞
成
以
֎

の
໨
త
に
࢖
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
ௐ
ࠪ
員
を
は
じ

め
と
す
る
ࠃ
੎
ௐ
ࠪ
の
ै
事
者

は
、
౷
ܭ
๏
に
よ
り
ௐ
ࠪ
で
知
り

ಘ
た
事
߲
΁
の
क
ൿ
ٛ
務
が
՝
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ௐ 

ࠪ
対
象
　
日
本
ࠃ
内
に
住
む
す

΂
て
の
人
と
ੈ
ଳ

ௐ
ࠪ
߲
໨

　
出
生
の
年
月
・
഑
ۮ
の
関
܎
・

就
ۀ
状
ଶ
・
ै
ۀ
地
や
௨
学
地
な

ど
（
16
߲
໨
）

ௐ
ࠪ
の
日
ఔ

ᶃ
９
月
14
日
 
～
20
日
㈰

　
ௐ
ࠪ
員
が
ௐ
ࠪ
ॻ
ྨ
を
഑
布

ᶄ
９
月
14
日
 
～
10
月
̓
日
㈬

　
ௐ
ࠪ
΁
の
回
౴
と
ఏ
出

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
౴
は
こ
の

期
間
内
に
ߦ
っ
て
く
だ
さ
い

※ 

総
務
ল
౷
ܭ
ہ
で
は
、
ࠃ
੎
ௐ

ࠪ
に
対
す
る
࣭
問
を
受
け
付
け

る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
ઃ
ஔ
し

ま
す
。
഑
布
さ
れ
る
ௐ
ࠪ
ॻ
ྨ

に
記
載
の
あ
る
電
話
൪
号
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

ࠃ
੎
ௐ
ࠪ
を
࣮
ࢪ
し
ま
す

【
問
合
せ
】
ا
ը
੓
ࡦ
課

☎
７
７
３
‐
６
６
７
２

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
֦
େ
๷
ࢭ
の
た
め
、
次
の

対
ࡦ
を
し
て
ௐ
ࠪ
を
ߦ
い
ま
す
。

・ 

ௐ
ࠪ
ථ
は
༣
ศ
受
け
に
入
れ

て
഑
布
し
ま
す
。

・ 

回
౴
は
、
で
き
る
だ
け
༣
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
׆
用

し
、
ௐ
ࠪ
員
と
の
઀
৮
を
ۃ

力
ݮ
ら
す
よ
う
ご
ڠ
力
く
だ

さ
い
。
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ಛ
ೝ
校
੍
度
の
ࣇ
ಐ
募
集

Ỗ
ಢ
ۼ
খ
ֶ
校・ޙ
ࢁ
খ
ֶ
校
Ỗ

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
ֶ
ߍ
ڭ
育
課

☎
７
７
３
‐
６
７
０
０

　
ಛ
ೝ
校
と
は
、
学
۠
に
関
܎
な

く
市
内
શ
域
か
ら
就
学
で
き
る
学

校
で
す
。
令
和
３
年
度
も
ಢ
ۼ
・

後
山
小
学
校
は
、
ಛ
ೝ
校
と
し
て

ࣇ
ಐ
を
募
集
し
ま
す
。

　
จ
Խ
ࡇ
の
日
に
આ
໌
・
࠙
談
ձ

を
࣮
ࢪ
し
ま
す
。
จ
Խ
ࡇ
の
༷
子

も
ご
ཡ
い
た
だ
け
ま
す
。
ͥ
ͻ
お

こ
し
く
だ
さ
い
。

ྩ
࿨
３
೥
౓
の
ࣇ
ಐ
ื
ू

対
象
　
市
内
の
小
学
生

定 

員
　
྆
校
と
も
શ
学
年
で
若
ׯ

名（
Կ
年
生
か
ら
で
も
入
学
Մ
）
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【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎７７３－６６６０

　私個人としては、数年前の新潟県中越地震の経験はほとんど生きなかったということですね。あ
のときは、他の人は結構被害があったというんですが、うちの場合はちょっと不安定に棚の上に置
いていた荷物が１個落ちたぐらいだったものですから。
　うちのおやじなんかも、「この辺は地盤がいいから」と言うので、
私も安心していたんです。それに、中越地震のような大きな地震
は、もう自分が生きている間は来ないだろうなんて、変な自信が
ありましたね。
　それが何年もしないうちにこんな大きな地震が来るなんて夢に
も思いませんでした。

ੜ͖͍ͯΔؒ͸΋͏དྷͳ͍ͱͨͬࢥ�ʙલճͷݧܦɺੜ͔ͤͣʙ
平成19年新潟県中越沖地震（平成19年７月）（柏崎市　災害当時50代　男性）
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子ども・若者育成支援センターの移転と名称変更のお知らせ
　子ども・若者育成支援センターは、閉館する青少年ホームから、10月１日㈭に旧塩沢保育園に移転し、
名称は「子ども・若者相談支援センター」に変わります。事務所は10月５日㈪から開設します。
新しい連絡先
　☎788－1950　FAX：788－1954
※ 10月１日㈭～２日㈮は引っ越し作業期間です。この期間
の連絡先は☎782－0100（塩沢公民館）となります。
ご注意ください

　センターでは、市内のすべての子どもと若者の健や
かな成長をめざし、不登校やひきこもり、ニートなど
に悩む義務教育期の子どもから39歳までの若者を対象
とした相談や支援を行っています。本人や家族などだ
けで悩まず、気軽にご相談ください。

南魚沼市勤労青少年ホームの閉館にあたり
　南魚沼市勤労青少年ホー
ム（以下、青少年ホーム）は、
働く若者が余暇に講座や趣
味のグループ活動などを通
じて、仲間づくりや学習を
行う場として昭和53年４月
に開館しました。開館当時
は、各種講座やサークル活動のほか、バーベキューや社交
ダンスなどの催しも開催され、多くの若者が集い、活気に
あふれ愛された施設であったと聞いています。この青少年
ホームで多くの仲間と出会い、思い出深い人も大勢いると
思います。刻々と近づく閉館に、館長として忍びない思い
も募りますが、建物の老朽化と耐震強度不足、子ども・若
者育成支援センターの移転に伴い、42年半の歴史に幕を
閉じさせていただきます。長い間、ご利用いただき、あり
がとうございました。

南魚沼市勤労青少年ホーム館長　阿部　正敏

利用団体からひとこと
　昭和59年から魚沼吹奏楽団で利用
させていただき、私も参加してから
20年以上お世話になりました。設立
当時は市民会館などの施設もなく、
青少年ホームがなければ団の活動は
難しかったことを考えると、感謝の
気持ちでいっぱいです。今では県内
各地から人が集まってくる団に成長
しました。練習会場の軽体育館は響
きが良く、ウオスイの温かいサウン
ドはここで培われました。閉館する
と練習会場は変わってしまいますが、
青少年ホームで活動してきた証とし
てこのサウンド感を守り続けていき
たいと思います。長い間、ありがと
うございました。
魚沼吹奏楽団（指揮者：高橋　直裕）

南魚沼市勤労青少年ホーム〔二日町〕は、9月30日で閉館します
【問合せ】　子ども・若者育成支援センター　☎７７３－６６１１

←湯沢方面

塩沢庁舎

塩沢駅

セブンイレブン

わかば保育園塩沢
公民館

原信塩沢店

銀行

GS GS

六日町方面→
国道17号

牧之通り

グラウンド

子ども・若者
相談支援センター

子ども・若者相談支援センター案内図
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財産の種類と価格 財産の表示 記　事

土地
19,490,000円

南魚沼市長森940番1
地目：宅地
登記面積2,467.31㎡（約746坪）

都市計画区域内（区域区分非指定）
無指定地域
建ぺい率70％、容積率200％
前面道路は主要地方道塩沢・大和線
（道路幅員10.4ｍ）

合計
19,490,000円

・土地は、現況渡しとなります。
・上下水道は接続済みです。消雪用井戸は設置されていません。

財産の種類と価格 財産の表示 記　事

建物
2,900,000円

南魚沼市六日町937番地14
専用住宅、木造亜鉛メッキ鋼板葺２階
建、延床面積113.86㎡（約34坪）

太陽光発電システム3.0KW
平成22年11月建築

土地
5,200,000円

南魚沼市六日町937番14
地目：宅地
登記面積201.30㎡（約60坪）

都市計画区域内（区域区分非指定）
第１種中高層住居専用地域
建ぺい率60％、容積率200％
前面道路は市道（道路幅員7.4ｍ）

南魚沼市六日町936番20
地目：宅地
登記面積39.75㎡（約12坪）

合計
8,100,000円

・ 土地と建物などは、現況渡しとなります。（太陽光発電システムあり、実験用設
備は一部未撤去です）
・建物は電気、上下水道を接続済みです。消雪用井戸は設置されていません。
・ 南側屋根の落雪対策が必要です。また、温水循環融雪方式の熱源設備は撤去さ
れています。これらの対策費用相当額を建物の金額から控除しています。

売 払の方法　申込みや建物の内覧受付は、財政課で行います。購入希望者には、売却説明資料と売払い申
請書を配布します。内容を確認して申請書をご提出ください。希望者が複数の場合、別途入札を実施し
ます。
申込期間　９月２日㈬～30日㈬

市有財産の売却
【問合せ・申込み】　財政課 用地管財班　☎７７３－６６７１

　市で不要となった建物（土地を含む）、土地を公募により売却します。

物件１　旧上町エコ住宅（省エネルギー実験住宅）

物件２　旧長森保育所用地
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公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773 6̶620　スポパラ☎773 3̶210

݄̕ͷؗٳ೔
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σΟεϙʔτೆڕপ

ୈ̐ظ�ϕϏʔϚοαʔδࣨڭ
　親子で肌のふれあいを通して絆を深めよう。生
後すぐのタッチケアは発育を促進します。講師が、
赤ちゃんに直接触れることはありません。
期間　９月24日、10月１日・８日・15日・22日の
　木曜日（全５回）　10：30 ～ 12：00　
対象　生後２か月～ハイハイ前の乳児と母親
定員　11組（先着）
受講料　会員：1,000円、会員再受講：3,000円、
　一般：4,500円　※材料費500円が別途必要
受付開始　９月３日㈭　９：00～

ୈ̏ظɹϘσΟέΞࣨڭʮϘΫϨονʯ
　ボクシングとストレッチでボディケア。
期間　９月24日～ 10月29日の木曜日（全６回）
　18：30 ～ 19：30　
対象　16歳以上
定員　25人（先着）
受講料　会員：無料、一般：3,000円
受付開始　９月３日㈭　９：00～

ୈ̎ظɹΩοζμϯεࣨڭ
　４歳（年中）児から始められるヒップホップダ
ンスでリズム感を身に付けよう。
期 間　10月１日～ 12月３日　木曜日（全10回）　
　17：30 ～ 18：30　
対象　４歳児～小学１年生
定員　15人（先着）
受講料　会員：無料、保護者が会員：1,000円、
　一般：4,500円
受付開始　９月３日㈭　９：00～

εϥοΫϥΠϯߨशձ
　ベルトの上でバランスをとるスポーツ「スラッ
クライン」の講習会を開催します。まずはベルト
の上で、片足で立つ練習から始めてみよう。
日時　９月16日㈬　17：30 ～ 18：30　
対象　５歳（年長）児以上
定員　10人（先着）
受講料　会員：無料、一般：200円
※施設利用料100円が別途必要（定期券可）
持ち物　運動着、室外用シューズ、タオル、飲み物
※雨天の場合は中止

ୈ̐ظ�εϙʔπνϟϯόϥࣨڭ
　空気の入った剣で戦います。親子参加も大歓迎。
期 間　10月６日～ 27日、11月10日の火曜日（全
５回）　19：00 ～ 20：00　

対象　小学生以上
定員　15人（先着）
受講料　会員：無料、会員再受講：1,500円、
　一般：2,500円　
受付開始　９月８日㈫　９：00～

ࣨڭٿͲ΋୎ࢠ
　もっと卓球の練習がしたい、技術指導を受けた
いという子どもを対象に開催します。
日 時　９月11日・25日、10月９日・23日、11
月13日・27日の金曜日（全６回）　19：30 ～
21：00

対象　小・中学生
定員　20人（先着）
受 講料　会員：無料、一般：100円（参加の都度
支払い）

受付期間　～９月８日㈫　21：00まで
※最小催行人員に達しない場合は、中止します

τϨʔχϯάϚγϯ࢖༻๏ߨशձ
　油圧抵抗式マシンの使い方説明会です。マシン
は、どなたでも簡単に利用できます。
　マシンウォーキングと油圧マシンを使った全身
運動をしてみませんか？
日時　９月20日㈰　12：00 ～ 13：30
対象　中学生以上　　　定員　６人（先着）　
受講料　会員：無料、一般：200円
※施設利用料300円が別途必要（定期券可）
持ち物　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物

共通事項
保 険料　年会費や受講料に含まれます。（子ど
も卓球教室を除く）

申 込み　ディスポートに設置の申込書に記入
し、料金を添えてお申し込みください。

※ 各教室とも定員に達し次第締め切り（電話で
の申込みはできません）

共通事項
申 込み　ディスポート南魚沼（電話申込み可）
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令和２年度 南魚沼市スポーツ協会市民体育祭
［事務局］　生涯スポーツ課（市民会館内）☎７７３－６６３０

※申込みなどは、各競技の問合せ先にご連絡ください

ゲートボール
日時　10月13日㈫　９：00 ～
会場　小栗山サンスポーツランド ゲートボール場
競技方法　リーグ戦
参加費　2,000円
締切り　９月25日㈮
問合せ　内田春男　☎７８２̶３３２５

スポレック
日時　10月11日㈰　９：00 ～
会場　雪国スポーツ館
種目　一般男子・一般女子ダブルス、初心者の部
競技方法　３セットマッチ　
参加費　500円
締切り　９月27日㈰
問合せ　桑原 尚　☎０９０̶３１４５̶５９２２

太 極 拳
日時　10月25日㈰　13：00 ～
会場　塩沢勤労体育センター
内容　太極拳の各級講習（入門・24式）
参加費　無料
問合せ　山田久子　☎０９０̶８９４０̶３９３７

ソフトテニス
日時　10月３日㈯　８：40～
会場　大原運動公園 テニスコート
種目　・中学生の部（男女別）
　　　・中学３年生・高校生・一般の部
競技方法　予選リーグ戦、決勝トーナメント戦
参加費　500円
締切り　９月26日㈯
問合せ　丸山 久　☎０８０̶５０７１̶０９１０

サイクリング
日時　10月11日㈰　９：00 ～
コース　六日町大橋下　河川敷駐車場スタート
①三国川ダム～清水峠コース
②三国川ダム～六日町大橋コース
参加費　1,500円（小学生以下は1,000円）
※保険料、昼食代を含む
締切り　10月７日㈬
問合せ　サイクリング協会事務局　佐藤　
　☎７７２̶２３２０

剣 道
日時　10月11日㈰　８：30 ～
会場　六日町小学校 体育館
種目　・小学生の部（男女別）・中学生の部（男女別）
　　　・高校生の部（男女別）・一般の部（男女別）
競技方法　個人戦・団体戦
参加費　700円
締切り　９月20日㈰必着
問合せ　剣道連盟事務局　原沢 裕
　☎０９０̶２６５８̶１１０５

硬式テニス
日時　10月25日㈰　８：00 ～
会場　大原運動公園 テニスコート
種目　男子・女子ダブルス（Ａ・Ｂ）
競技方法　予選リーグ戦、
　リーグ戦１位による決勝トーナメント戦
参加費　一般　１ペア2,000円
　　　　学生　１ペア1,500円
※ 参加資格は市内在住、在勤、在学、在クラブで
あること
締切り　10月18日㈰
問合せ　木村和男　☎０９０̶５４３３̶８６５０
　☎・ＦＡＸ：７７２̶４３３９
　木村美恵子　☎０９０̶２８８４̶０６９０
硬式テニスのクラスは　Ａ：上級　Ｂ：初～中級

　新型コロナウイルス感染症の影響により、中止となる場合があります。詳しくは、お問い合わせください。
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େɹ࿨   ☎777-4671火～日 ９：00～ 19：00 
休館：７日㈪、14日㈪、23日㈬、28日㈪

Ԙɹ୔   ☎782-0100　９：00～ 20：00 
（月 土 日 17：00まで）

�݄ͷ։ؗ೔࣌

みんなの図書館
【申込み・問合せ】南魚沼市図書館   ☎773 6̶677
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常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期間　11月15日㈰まで
ඒ͖͠೔ຊͷ෩ܠ
　葛飾北斎を始め、歌川広

ひろ

重
しげ

、横山大
たい

観
かん

、片岡球
たま

子
こ

な
ど当館が所蔵する巨匠たちの作品が登場します。日本
の象徴である富士山や、京都の金閣寺、当時の人びと
の様子が描かれた作品をご覧ください。
ೆࠃͷຎᨈෆٞࢥͳੈքʢηϐοΫΞʔτʣ
　パプアニューギニアを中心とする南太平洋地域の
島々は、独自の文化を発達させてきました。今ではパ
プアニューギニアからの持ち出しが禁止されている貴
重な民族美術のコレクションを多数展示します。
ՆݶقఆಛผΠϕϯτ
特別展　「マイセンから見る工芸の世界」
期間　９月22日（火・祝）まで
　昨年大好評だった工芸展を今年も開催します。

今泉記念館アートステーション

☎783̶4500　FAX 783̶3388　
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan/
ˇ一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料)

開館９：00～17：00（入館16：30まで）
９月は毎日開館します

ୈ��ճീւࢁເల
期間　９月５日㈯～ 10月４日㈰
　地元の美術愛好家を中心に、絵画・書道・写真・水
石・工芸の５部門、約100人の作品を展示。今年は当
初予定していた会期を変更して開催します。

池田記念美術館

☎780̶4080　FAX 777̶3815　URL http://www.ikedaart.jp
ˇ一般500円／高校生以下無料

開館9：00～17：00（入館16：30まで）
９月の休館：毎週水曜日、１日㈫～４日㈮

๺ӽઇේ͍Ζ͸͔Δ͔ͨΒ
「つねならむ」の「な」
「苗場山　頂上にあり
　　　　　　 　田んぼの不思議」
　実際に苗場山に登った牧之は、
頂上には人が作ったような苗の田
が自然にできていて不思議である
といっています。

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782̶9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
ˇ大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料)

開館9：00～16：30
９月の休館：1日㈫、8日㈫、15日㈫、23日㈬、29日㈫

։ؗ��प೥ه೦ʮനͱࠇͷࢻʯ
期間　11月24日㈫まで
　富岡が描いた白の世界を初期から
晩年まで年代順に展示しています。
　開館して30年経った今でもトミ
オカホワイトは変わらぬ白で人びと
を魅了しています。
ϥ΢ϯδల�̕ ʦ݄؍ཡແྉʧ
市民ギャラリー  ちくちく会「第２回みんなの作品展」

トミオカホワイト美術館

☎775̶3646　FAX 775̶3650　URL http://www.6bun.jp/white/
ˇ一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00～17：00（入館終了16：30)
９月の休館：毎週水曜日

市民無料の日：８日㈫、18日㈮、28日㈪

ྩ࿨�೥౓༏लөըؑ৆ਪਐۀࣄ
ʮ࣌୅Λັྃͨ͠ҟ୺ͷώʔϩʔͨͪʯ
　見るものを引きつけて止まない異端のヒーローた
ち。シリーズ化やリメイクにより、時代を超越するイ
コンとなった主人公を描く作品をお楽しみください。
日時・内容
・９月26日㈯　
　10：00 ～ 11：57　次郎長三国志
　12：40 ～ 14：26　不知火検校
　14：45 ～ 16：31　網走番外地
・９月27日㈰
　10：00 ～ 11：46　網走番外地
　12：30 ～ 14：34　人生劇場　飛車角と吉良常
　14：50 ～ 16：47　次郎長三国志
会場　市民会館 多目的ホール
入 場料　全席自由　1,000円（２日間通し券）
　小学生以下無料
※ 当日券のみです。（市民会館で販売）当日はマスク
の着用をお願いします

南魚沼市民会館

☎773̶5500　FAX 772̶8161
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付8：30～17：15
９月の休館：７日㈪、14日㈪、23日㈬、28日㈪

　新型コロナウイルスの影響により、開館時間などが変更になる場合があります。詳しくは各施設にお問い
合わせください。

「早春・梢‐セン
トラルパーク」

ਫ୩ઍॏ͋�ࢠΓ͕ͱ͏ίϯαʔτ�����
JO�ೆڕপɹ։࠵ΛԆ͠ظ·͢
　11月23日（月・祝）に開催を予定していた「水
谷千重子 ありがとうコンサート2020 in 南魚沼」
は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた
め、検討を重ねた結果、ご来場のみなさん、出演者、
関係者などの安全を最優先に考え、公演は延期する
ことになりました。詳細が決まり次第、改めて南魚
沼市民会館ホームページなどでお知らせします。
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年
ձ
で
は
、
力
ੴ
を
ݞ
よ
り
্
に

持
ち
্
げ
る
と
「
ԣ
ߝ
」、
ڳ
く

ら
い
だ
と
「
େ
関
」
な
ど
と
൪
付

け
し
、
ڝ
い
合
っ
た
そ
う
で
す
。

　

༨
઒
に
は
、「
そ
ろ
ば
ん
ۄ
」

と
ݺ
ば
れ
る
ถ
に
し
て
５
ే
（
໿

75
ᶵ
）、「
ඨ
ੴ
」
と
ݺ
ば
れ
る
ถ

に
し
て
１
ੴ
（
໿
１
５
̌
ᶵ
）
と

ਪ
定
さ
れ
る
力
ੴ
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
ত
和
10
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
ਆ

ࣾ
の
ڥ
内
な
ど
に
ஔ
か
れ
た
力
ੴ

を
よ
く
見
か
け
た
と
い
い
ま
す
が
、

今
で
は
力
ੴ
に
つ
い
て
ޠ
り
ܧ
が

れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
ݱ
ଘ
す

る
力
ੴ
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ਆ
ࣾ
の
ڥ
内
や
ݹ
道
の
๣
ら
に
あ

る
େ
き
な
ੴ
は
、
か
つ
て
若
者
が

൫
持
ち
に
࢖
っ
た
力
ੴ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ụ
参
ߟ
ࢿ
料
Ủ
高
ౡ
৻
ॿ
ஶ
ứ
新

ׁ
の
力
ੴ
Ừ、ứ
༨
઒
ࢽ
Ừ

　
ถ
ඨ
や
ੴ
を
担
͙
こ
と
で
ߦ
っ

た
力
ൺ
΂
を
「
൫ば
ん

持も

ち
」
と
い
い

ま
す
。
こ
の
力
ൺ
΂
に
࢖
わ
れ
た

ੴ
は
、「
൫
持
ち
ੴ
」「
力ち
か
ら
い
しੴ」
と

ݺ
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
力
ੴ
は
、
ਆ
ࣾ
な
ど
の
人
の
集

ま
る
と
こ
ろ
に
ஔ
か
れ
、
若
者
が

ੴ
の
周
り
に
集
ま
っ
て
は
、
力
ൺ

΂
に
ڵ
じ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
力
ൺ
΂
と
い
っ
て
も
た
だ
୯
に

ੴ
を
持
ち
্
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、

ੴ
を
ݞ
に
担
い
で
運
ん
だ
ڑ
཭
を

ڝ
う
「
ੴ
運
び
」、
ੴ
を
一
気
に

಄
্
ま
で
ࠩ
し
্
げ
る「
ੴ
͟
し
」

な
ど
の
さ
ま
͟
ま
な
ڝ
ٕ
が
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　
࢖
わ
れ
た
ੴ
は
、
そૅ

ੴせ
き（
൫ば
ん
じ
Ỵ
くੴ）

に
࢖
わ
れ
る
よ
う
な
ฏ
た
い
ܗ
状

の
自
然
ੴ
や
ٿ
ܗ
の
自
然
ੴ
で
、

ؙ
み
の
あ
る
も
の
が
࢖
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ઋ
ੴ
の
八
഼
ٶ
の
ڥ
内
に
は
、

今
も
「
八
഼
力
ੴ
」
が
࢒
さ
れ
て

い
ま
す
。（
ࣸ
ਅ
１
）
か
つ
て
੨

【
問
合
せ
】

　
ࣾ
会
ڭ
育
課 
จ
Խ
ৼ
ڵ
൝

☎
７
７
３
‐
３
７
５
６ 93

౶
೘
ප
の
࣏
ྍ
を
த
அ
し
ͯ

͍
ま
ͤ
Μ
か

【
問
合
せ
】
อ
݈
課

☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

　
コ
ロ
ナ
Ւ
で
֎
出
を
ආ
け
る
あ

ま
り
、
ܧ
続
す
る
ඞ
ཁ
が
あ
る
࣏

ྍ
を
த
அ
し
て
い
ま
せ
ん
か
ʁ

　
౶
೘
ප
の
࣏
ྍ
は
、
し
っ
か
り

と
受
਍
を
ܧ
続
し
、
݂
౶
஋
を
ྑ

޷
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が

ॏ
ཁ
で
す
。

　
自
己
൑
அ
で
薬
を
த
அ
し
た
り
、

運
ಈ
ෆ
଍
や
生
׆
が
ෆ
ن
則
に
な

る
と
、
自
֮
症
状
は
な
く
て
も
݂

౶
஋
が
ѱ
Խ
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
݂
౶
஋
が
高
い
状
ଶ
が
続
く
と

౶
೘
ප
に
よ
る
合
ซ
症
を
Ҿ
き
ى

こ
し
、
ॏ
症
Խ
す
る
と
໋
に
関
わ

る
ਂ
ࠁ
な
ප
気
（
৺
ଁ
ප
、
೴
ଔ

த
、
ຫ
性
ਛ
ଁ
ප
な
ど
）
に
な
り

か
Ͷ
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け
ҩ
と

相
談
し
、
ඞ
ཁ
な
受
਍
と
薬
の
内

෰
を
ܧ
続
し
ま
し
ょ
う
。

　
オ
ン
ϥ
イ
ン
਍
ྍ
が
Մ
ೳ
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
受
਍
方
๏
は
か

か
り
つ
け
ҩ
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

日
ৗ
ੜ
׆
Ͱ
͸

　
݂
౶
஋
の
ྑ
޷
な
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
は
薬
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

৯
事
ྍ
๏
と
運
ಈ
ྍ
๏
の
ܧ
続
が

ඞ
ཁ
で
す
。

৯
事
ྍ
๏

・
１
日
３
৯
ن
則
ਖ਼
し
く

・
バ
ϥ
ン
ス
よ
く
ෲ
八
分
໨

・
ਂ
໷
や
৸
る
前
に
は
৯
΂
な
い

・
؁
い
՛
子
や
ҿ
み
物
は
߇
え
る

ӡ
ಈ
ྍ
๏

・「
新
し
い
生
׆
༷
式
」を
踏
ま
え
、

無
ཧ
せ
ず
自
分
に
で
き
る
運
ಈ

を
ߟ
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
少
人
数
で
ڑ
཭
を
と
っ
て
の

ウ
Ỽ
ー
キ
ン
グ
や
、
自
୐
で
ಈ

ը
や
Ϗ
デ
オ
を
׆
用
し
て
ମ
ૢ

や
ト
Ϩ
ー
ニ
ン
グ
を
࣮
ફ
す
る

な
ど
、
感
染
๷
ࢭ
対
ࡦ
を
৺
が

け
、
҆
શ
に
運
ಈ
し
ま
し
ょ
う
。

ࠓ
͔
Β
݈
߁
管
理
Λ

　
౶
೘
ප
を
ѱ
Խ
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、
生
׆
श
׳
を
見
௚
し
、
݈

߁
؅
ཧ
を
す
る
こ
と
が
ॏ
ཁ
で
す
。

近
年
の
ݚ
ڀ
で
高
ྸ
者
の
ೝ
知
症

や
଍
ࠊ
の
ਰ
え
（
ロ
コ
Ϟ
テ
ィ
ϒ

シ
ン
υ
ロ
ー
Ϝ
や
ϑ
Ϩ
イ
ル
）、

৸
た
き
り
な
ど
に
は
、
த
・
૖
年

期
の
݈
߁
状
ଶ
が
େ
き
く
影
響
す

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
少
し
生
׆
が
མ
ち
着
い
て
か

ら
」
な
ど
と
݈
߁
؅
ཧ
を
先
延
ば

し
に
す
る
と
、
ক
来
の
݈
߁
に
େ

き
な
影
響
を
༩
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
݈
߁
؅
ཧ
や
生
׆
վ
ળ
は

「
今
か
ら
」
ߦ
い
ま
し
ょ
う
。

写真１　八幡力石

৯
ҭ
の
෩

ủ
ೆ
魚
沼
の
͓
す
す
め
໺
ࡊ
Ứ

【
問
合
せ
】
อ
݈
課

　
☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

　
市
内
で
は
気
ީ
風
土
に
合
っ
た

໺
ࡊ
が
た
く
さ
ん
࡞
ら
れ
て
い
ま

す
。
ಛ
に
०
の
໺
ࡊ
は
ຯ
が
ೱ
く
、

ӫ
ཆ
๛
෋
で
す
。
今
が
०
の
ۚ
ࢳ

ӝ
を
࢖
っ
た
Ϩ
シ
ϐ
を
紹
介
し
ま

す
。
バ
ϥ
ン
ス
の
ྑ
い
ݙ
立
に
お

໾
立
て
く
だ
さ
い
。

ۚ
ࢳ
ӝ
の
͝
·
࿨
͑

ࡐ
ྉ
（
̐
～
６
人
分
）

　
ۚ
ࢳ
ӝ
３
̌
̌
̶
、
き
ỵ
う
り

１
本
、
人
参
25
̶
、
ന
す
り
ご
ま

େ
さ
じ
̐
、
࠭
౶
େ
さ
じ
１
、
塩

小
さ
じ
１
ʗ
２
弱
、
ਣ
小
さ
じ
１

࡞
り
ํ

ᶃ
ۚ
ࢳ
ӝ
は
͟
く
切
り
に
し
、
സ

が
௨
る
ま
で
ᣐ
で
て
ਫ
に
さ
ら

し
、
΄
͙
す
。
き
ỵ
う
り
は
小

ޱ
切
り
に
し
、
塩
も
み
（
分
ྔ

以
֎
の
塩
）
を
し
て
お
く
。

ᶄ
人
参
は
ઍ
切
り
に
し
て
さ
っ
と

Ώ
で
る
。

ᶅ
໺
ࡊ
を
よ
く
ߜ
っ
て
、
ௐ
ຯ
料

で
ࠞ
ͥ
る
。

※
地
域
の
௚
ച
所
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
ฒ
Ϳ
、०
の
໺
ࡊ
を
࢖
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。Ϩ
シ
ϐ
は
市
ウ
ỻ

ϒ
サ
イ
ト
で
も
֬
ೝ
で
き
ま
す
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̕
月
͸
৽
ׁ
ݝ
ࣗ
ࡴ
ର
ࡦ
ਪ
ਐ
月
ؒ

Ỗ
ͦ
の
೰
Έ
ỏ
୭
か
ʹ
૬
ஊ
し
ͯ
Έ

ま
ͤ
Μ
か
ʁ
Ỗ

【
問
合
せ
】
อ
݈
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

新
潟
県
͸
ࣗ
ࡴ
者
͕
ଟ
͍

　
新
ׁ
ݝ
の
自
ࡴ
཰
は
、
શ
ࠃ
と
ൺ
ֱ
し

て
６
൪
໨
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
の

自
ࡴ
཰
は
ݝ
よ
り
も
さ
ら
に
高
い
状
ଶ
が

続
い
て
お
り
、
自
ࡴ
で
๢
く
な
る
人
は
年

間
ฏ
ۉ
で
໿
18
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
த

で
も
、
高
ྸ
者
、
働
き
੝
り
の
உ
性
に
多

い
܏
向
で
す
。
こ
の
状
況
を
վ
ળ
す
る
た

め
、
ฏ
成
31
年
３
月
、
୭
も
自
ࡴ
に
௥
い

込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
、
生
き
る
支
援
を

め
͟
し
「
南
魚
沼
市
自
ࡴ
対
ࡦ
ܭ
ը
」
を

ࡦ
定
し
、
対
ࡦ
を
ਐ
め
て
い
ま
す
。

୭
も
͕
ͳ
り
͏
Δ
৺
の
ෆ
ௐ

　
େ
き
な
ス
ト
Ϩ
ス
や
長
く
続
く
ス
ト
Ϩ

ス
は
৺
の
ෆ
ௐ
に
つ
な
が
り
、
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
ෆ
҆
に
な
り
や
す
い
で
す
。
ෆ

ௐ
Ώ
え
に
ղ
決
΁
の
視
໺
が
ڱ
く
な
り
、

൑
அ
力
も
௿
下
し
ま
す
。
そ
の
状
ଶ
で
、

؀
ڥ
の
ม
Խ
、
ܦ
ࡁ
面
な
ど
ෳ
数
の
ཁ
Ҽ

が
ॏ
な
る
と
、
自
ࡴ
を
ߟ
え
る
΄
ど
௥
い

込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

૬
ஊ
Λ
͢
Δ
・
େ
切
ͳ
人
Λ
क
Δ
ߦ
ಈ
Λ

　
৺
の
悩
み
や
ෆ
҆
を
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
େ
切
な
人
を
क
る
た
め
一
人
ͻ
と
り

が
ή
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
い
の
ち
の
໳
൪
）

に
な
る
こ
と
が
ॏ
ཁ
で
す
。

あなたもできる大切な人を守る５つの行動　一人ひとりがゲートキーパー（いのちの門番）になるために

気づき
　「眠れていないようだ」「元気がない」など、
周りの人の様子がいつもと違ったら、要注意。
悩みを抱えているサインかもしれません。心身
の病気、借金、近親者との死別、過重労働、引っ
越しなどの生活の変化や昇進、結婚、出産など
も本人にとっては大きな悩みになる場合があり
ます。

声かけ
　大切な人が悩んでいることに気づいたら
勇気を出して声をかけてみませんか？
・眠れてる？
・どうしたの？なんだか辛そうだけど…

傾聴（よく聞く）
・心配していることを伝える。
・ 「話してくれてありがとう」「大変でしたね」など
という、ねぎらいの気持ちを言葉にして伝える。

【悪い聞き方】一方的な説得、否定、安易に励ます

見守り  悩みは繰り返すものです。専門機関を紹介した後も、
必要があればまた相談にのることを伝えましょう。

つなぎ
　早めに精神科や相談窓口を紹介しましょう。
かかりつけ医に相談もいいでしょう。
・ 紹介にあたっては、丁寧に情報を伝えましょう。
・ 相談窓口に確実につなぐために、本人の了解
を得た上で、できる範囲で相談先に連絡し、
場所や日時を具体的に設定して本人に伝えま
しょう。

こころが折れそうになったらＳＯＳを出しましょう　相談窓口をご利用ください
相談窓口 電話番号 開設時間

南魚沼市役所保健課 ７７３̶６８１１　 月～金（祝日除く）８：30～ 17：15
南魚沼市包括支援センター（六日町）
大和地域包括支援センター
塩沢地域包括支援センター

７７３̶６６７５
７８８̶０１０６
７８２̶０２５２

月～金（祝日除く）８：30～ 17：15

南魚沼市子ども・若者育成支援センター
（～ 39歳まで） ７７３̶６６１１ 月～金（祝日除く）８：30～ 17：15

南魚沼市社会福祉協議会
（くらしのサポートセンターみなみ） ７７３̶６９１９ 月～金（祝日除く）８：30～ 17：00

南魚沼地域振興局健康福祉環境部
（南魚沼保健所） ７７２̶８１３７ 月～金（祝日除く）８：30～ 17：15

中越地域いのちとこころの支援センター ０２５８̶８８̶００７０ 月～金（祝日除く）８：30～ 17：15
新潟県精神保健福祉センター ０２５̶２８０̶０１１３ 月～金（祝日除く）８：30～ 17：00
南魚沼市消費生活相談センター
（多重債務などに関すること）※要予約 ７７２̶２５４１ 月～金（祝日除く）９：00～ 16：00

予約すれば時間外も可
新潟いのちの電話（長岡） ０２５８̶３９̶４３４３ 毎日24時間対応
働く人の電話相談室 ０１２０̶５８３̶３５８ ９月10日㈭～12日㈯ 10：00 ～ 22：00
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ෆ
೛
࣏
ྍ
අ
ͱ

ෆ
ҭ
঱
ҩ
ྍ
අ
の
ॿ
成

【
問
合
せ
】
อ
݈
課 ☎７

７
３
‐
６
８
１
１

ෆ
೛
࣏
ྍ
අ
ͷ
ॿ
੒

　
市
で
は
ಛ
定
ෆ
೛
࣏
ྍ
（
ମ
֎
受
ਫ਼
と

ݦ
ඍ
त
ਫ਼
）
と
人
޻
त
ਫ਼
の
࣏
ྍ
を
受
け

た
人
を
対
象
に
、
ෆ
೛
࣏
ྍ
අ
を
ॿ
成
し

て
い
ま
す
。

対
象
者
（
͢
΂
ͯ
ʹ
֘
当
）

・
ෆ
೛
࣏
ྍ
で
な
け
れ
ば
、
೛
৷
の
見
込

み
が
な
い
か
、
ۃ
め
て
少
な
い
と
ҩ
ࢣ

に
਍
அ
さ
れ
た

・
࣏
ྍ
期
間
と
申
੥
日
に
෉
්
の
い
ず
れ

か
の
住
所
が
市
内
に
あ
る

・
࠺
の
年
ྸ
が
、
１
回
໨
の
࣏
ྍ
開
始
日

に
ຬ
43
歳
ະ
ຬ

対
象
ͱ
ͳ
Δ
࣏
ྍ

　
෉
්
間
で
ߦ
わ
れ
る
อ
ݥ
਍
ྍ
ద
用
֎

の
࣏
ྍ

※
ౚ
݁
さ
れ
た
受
ਫ਼
ᡢ
な
ど
の
อ
ଘ
料
、

จ
ॻ
料
な
ど
は
対
象
֎

ॿ
成
内
容

ᶃ
ಛ
定
ෆ
೛
࣏
ྍ

　
１
回
の
࣏
ྍ
で
্
限
13
ສ
円
。
௨
ࢉ
６

回
ま
で
。（
今
ま
で
受
け
た
ॿ
成
回
数

を
ؚ
む
。
年
間
回
数
੍
限
な
し
）

　
ݝ
の
ॿ
成
と
市
の
ॿ
成
を
ซ
せ
て
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
の
ॿ
成
対
象
ֹ

は
、
࣏
ྍ
අ
総
ֹ
か
ら
ݝ
の
ॿ
成
ֹ
を
߇

除
し
た
ֹ
で
ࢉ
定
し
ま
す
。

※
ݝ
の
ॿ
成
は
所
ಘ
ֹ
な
ど
の
੍
限
が
あ

り
ま
す
。
ৄ
し
く
は
、
南
魚
沼
地
域
ৼ

ڵ
 ہ

݈
߁
෱
ࢱ
؀
ڥ
෦ 

地
域
อ
݈
՝

　
☎
̓
̓
２
ổ
８
１
３
̓
ま
で

ᶄ
人
޻
त
ਫ਼

　
１
年
度
１
回
で
、
申
੥
１
回
に
つ
き
্

限
３
ສ
円
。
௨
ࢉ
２
回
ま
で
。

※
ݝ
の
ॿ
成
は
あ
り
ま
せ
ん

ඞ
ཁ
ॻ
ྨ

ᶃ
ෆ
೛
࣏
ྍ
අ
ॿ
成
事
ۀ
申
੥
ॻ

ᶄ
ෆ
೛
࣏
ྍ
අ
ॿ
成
事
ۀ
受
਍
౳
ূ
໌
ॻ

※
ݝ
に
ॿ
成
の
申
੥
を
す
る
人
は
、
ݝ
に

申
੥
し
た
ূ
໌
ॻ
の
ࣸ
し
で
申
੥
で
き

ま
す
（
新
た
な
市
申
੥
用
の
ূ
໌
ॻ
の

࡞
成
は
ෆ
ཁ
）

ᶅ
ҩ
ྍ
ػ
関
発
ߦ
の
ྖ
ऩ
ॻ
・
਍
ྍ
໌
ࡉ

ॻ
原
本

申
੥
期
ݶ
　
令
和
２
年
度
த
に
ऴ
ྃ
し
た

࣏
ྍ
は
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬
ま
で

ෆ
ҭ
঱
ҩ
ྍ
අ
ͷ
ॿ
੒

　
ෆ
ҭ
症
࣏
ྍ
を
受
け
た
人
を
対
象
に
、

ҩ
ྍ
අ
を
ॿ
成
し
ま
す
。

ෆ
育
঱
ͱ
͸

　
೛
৷
し
て
も
、
ྲྀ
࢈
、
ࢮ
࢈
を
܁
り
ฦ

す
状
ଶ
を
い
い
ま
す
。

対
象
者
（
͢
΂
ͯ
ʹ
֘
当
）

・
ݝ
内
の
ҩ
ྍ
ػ
関
で
ෆ
ҭ
症
と
਍
அ
さ

れ
、
࣏
ྍ
が
ඞ
ཁ
と
ೝ
め
ら
れ
た

・
࣏
ྍ
期
間
と
申
੥
日
に
、
෉
්
の
い
ず

れ
か
の
住
所
が
市
内
に
あ
る

・
࠺
の
年
ྸ
が
、
１
回
໨
の
࣏
ྍ
開
始
日

に
ຬ
43
歳
ະ
ຬ

対
象
ͱ
ͳ
Δ
ҩ
ྍ
費

　
ҩ
ྍ
ػ
関
で
受
け
た
อ
ݥ
਍
ྍ
ద
用
֎

の
検
ࠪ
අ
と
࣏
ྍ
අ

※
入
Ӄ
時
の
ࠩ
ֹ
ϕ
ッ
υ
代
、
৯
事
代
、

จ
ॻ
料
は
対
象
֎

ॿ
成
内
容

　
１
回
の
࣏
ྍ
で
্
限
10
ສ
円
。
ॿ
成
回

数
に
੍
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ඞ
ཁ
ॻ
ྨ

・
ෆ
ҭ
症
ҩ
ྍ
අ
ॿ
成
事
ۀ
申
੥
ॻ

・
ෆ
ҭ
症
ҩ
ྍ
අ
受
਍
౳
ূ
໌
ॻ

・
ҩ
ྍ
ػ
関
発
ߦ
の
ྖ
ऩ
ॻ
・
਍
ྍ
໌
ࡉ

ॻ
原
本

申
੥
期
ݶ
　
࣏
ྍ
が
ऴ
ྃ
し
た
日
の
ଐ
す

る
月
末
か
ら
６
か
月
以
内

ڞ
௨
ࣄ
߲

申
੥
ํ
๏
　
࣏
ྍ
ऴ
ྃ
後
、
ඞ
ཁ
ॻ
ྨ
を

อ
݈
՝
に
ఏ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ෆ
೛

࣏
ྍ
の
ॿ
成
申
੥
は
、
େ
和
・
塩
沢
市

ຽ
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
੥
ॻ
は
、
อ
݈
՝
、
େ
和
・
塩
沢
市

ຽ
セ
ン
タ
ー
ま
で
（
市
ウ
ỻ
ϒ
サ
イ
ト

か
ら
μ
ウ
ン
ロ
ー
υ
Մ
）

৽
ׁ
ݝ
ෆ
೛
ઐ
໳
૬
ஊ
η
ϯ
λ
ồ

　
新
ׁ
ݝ
ෆ
೛
ઐ
໳
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ෆ
೛
や
ෆ
ҭ
症
な
ど
に
悩
む
人
の
ݸ
ผ
相

談
に
Ԡ
じ
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

会
場
・
૬
ஊ
担
当
者
　
新
ׁ
େ
学
ҩ
ࣃ
学

総
合
ප
Ӄ 
࢈
Պ
්
人
Պ
〔
新
ׁ
市
த

ԝ
۠
Ѵ
ொ
௨
〕・
࢈
Պ
්
人
Պ
ҩ
ࢣ

໘
઀
૬
ஊ
ɾ
ి
࿩
૬
ஊ
೔

日
時
　
ຖ
ि
Ր
曜
日

　
午
後
３
時
～
５
時
（
ཁ
予
໿
）

問
合
せ
・
༧
໿
　
新
ׁ
େ
学
ҩ
学
෦ 

　
࢈
Պ
්
人
Պ
学
ڭ
ࣨ

　
☎
̌
２
５
ổ
２
２
５
ổ
２
１
８
̐

　（
月
～
ۚ
曜
日
　
午
前
10
時
～
午
後
̐

時
）

૬
ஊ
ྉ
　
無
料

ϝ
ー
ル
૬
ஊ

　
sodan@

m
ed.niigata-u.ac.jp

ए
ऀ
ࢧ
ԉ
ủ
ָ
し
く
ί
ϛ
ỿ
χ
έ
ー

γ
ἀ
ϯ
Ứ
։
࠵

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３
‐
６
６
１
１

　「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
た
い
」「
人
間

関
܎
を
円
׈
に
し
た
い
」
な
ど
の
思
い
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ʁ
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
ָ

し
く
ή
ー
Ϝ
感
֮
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
ମ
験
し
ま
す
。
人
と
ަ
ྲྀ
す
る
ָ
し

さ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
９
月
17
日
 

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場
　
子
ど
も
・
若
者
ҭ
成
支
援
セ
ン

タ
ー
２
֊ 

Ի
ָ
ࣨ

対
象
　
市
内
在
住
の
ٛ
務
ڭ
ҭ
ऴ
ྃ
～
39

歳
の
若
者

締
切
り
　
９
月
15
日
 

申
込
み
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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݄̕ͷ৓಺਍ྍॴ�਍ྍ୲౰ҩࢣʢ༧ఆදʣ
受付・診療時間  午前：月曜～土曜　〔受付〕 8：30 ～ 11：30　〔診療〕 9：00 ～
 午後：月曜～金曜　〔受付〕11：30 ～ 16：00　〔診療〕14：00 ～
◆24日㈭は田中先生の診療です。 【問合せ】城内診療所　☎775̶2009

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日

田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休診 休診

７日 ８日 ９日 10日 11日 12日 13日

髙　橋 田　中 松　田 髙　橋 髙　橋 福本 休診 休診

14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 休診 休診

21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日

休　診 休　診 松　田 ◆田中 髙　橋 福本 休診 休診

28日 29日 30日 ˕དྷӃ࣌͸ϚεΫͷண༻Λ͓͍͠ئ·͢ɻ�
◎城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。 
　送迎希望は、電話か窓口でお申し込みください。 
　（送迎は午前中のみ）　　　　　

髙　橋 田　中 髙　橋

̕
月
͸
ੈ
ք
Ξ
ル
π
ϋ
Π
Ϛ
ー
月
ؒ

Ỗ
ೝ
஌
঱
ʹ
ͭ
͍
ͯ
Ұ
ॹ
ʹ
ߟ
͑
Α
͏
Ỗ

【
問
合
せ
】
ೆ
魚
沼
ࢢ
஍
Ҭ
แ
ׅ
支
援

セ
ン
タ
ー　

☎
７
７
３
‐
６
６
７
５

　
９
月
21
日
（
月
・
祝
）
は
ࠃ
ࡍ
Ξ
ル
π

ハ
イ
マ
ー
ප
ڠ
ձ
（
̖
̙
̞
）
と
ੈ
ք
อ

݈
ػ
関（
̬
̝
̤
）が
ڞ
ಉ
੍
定
し
た「
ੈ

ք
Ξ
ル
π
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
で
す
。

　
市
で
は
、「
い
き
い
き
生
き
が
い
・
あ

た
た
か
い
支
え
あ
い
・
ೝ
知
症
に
な
っ
て

も
地
域
で
স
إ
」
を
ス
ロ
ー
Ψ
ン
に
、
୭

も
が
҆
৺
し
て
฻
ら
し
や
す
い
地
域
ͮ
く

り
を
め
͟
し
て
い
ま
す
。

ೝ
஌
঱
α
ϙ
ー
タ
ー
養
成
講
࠲

　
ೝ
知
症
の
症
状
や
対
Ԡ
方
๏
に
つ
い
て

学
び
、Թ
か
く
見
क
る
こ
と
の
で
き
る「
ೝ

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
ཆ
成
し
ま
す
。
職

場
や
地
域
の
集
ま
り
な
ど
、
ど
こ
で
も
ߨ

࠲
を
開
催
し
ま
す
。

Φ
Ϩ
ン
δ
Χ
ϑ
ỻ
（
ೝ
஌
঱
Χ
ϑ
ỻ
）
։

ళ
த

　
オ
Ϩ
ン
δ
Χ
ϑ
ỻ
は
、
ೝ
知
症
の
人
や

そ
の
Ո
଒
、
介
ޢ
の
ઐ
໳
Ո
、
地
域
住
ຽ

が
ަ
ྲྀ
す
る
場
で
す
。
ೝ
知
症
や
予
๷
に

関
৺
の
あ
る
人
は
୭
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

一
ॹ
に
お
஡
を
ҿ
み
な
が
ら
ޠ
り
合
い
ま

し
ょ
う
。

※
ৄ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ೝ
஌
঱
ॳ
期
ू
த
支
援
ν
ー
Ϝ
͕
α
ϙ
ー

τ
͠
·
͢

　
ν
ー
Ϝ
員
が
、
ೝ
知
症
ま
た
は
そ
の
ٙ

い
の
あ
る
人
や
Ո
଒
を
๚
問
し
、
ඞ
ཁ
に

Ԡ
じ
た
支
援
を
ߦ
い
ま
す
。
۩
ମ
త
に
は
、

ೝ
知
症
に
関
す
る
৘
報
の
ఏ
ڙ
や
、
ҩ
ྍ

ػ
関
の
受
਍
や
介
ޢ
อ
ݥ
サ
ー
Ϗ
ス
な
ど

の
利
用
に
ܨ
げ
る
た
め
の
支
援
を
ߦ
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者
　

　
40
歳
以
্
で
、
ೝ
知
症
が
ٙ
わ
れ
る
人

ま
た
は
ೝ
知
症
で
次
の
ᶃ
～
ᶆ
の
い
ず
れ

か
に
֘
౰
す
る
人

ᶃ
ೝ
知
症
の
਍
அ
を
受
け
て
い
な
い
人

ᶄ
ܧ
続
త
な
ҩ
ྍ
を
受
け
て
い
な
い
人

ᶅ
介
ޢ
อ
ݥ
サ
ー
Ϗ
ス
に
݁
び
つ
い
て
い

な
い
人
、
ま
た
は
サ
ー
Ϗ
ス
が
த
அ
し

て
い
る
人

ᶆ
ҩ
ྍ
・
介
ޢ
サ
ー
Ϗ
ス
を
受
け
て
い
る

が
、
ೝ
知
症
の
症
状
が
ݦ
ஶ
で
対
Ԡ
に

ۤ
ྀ
し
て
い
る
人

૬
ஊ
ઌ
　

南
魚
沼
市
地
域
แ
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
̓
̓
３
ổ
６
６
̓
５

塩
沢
地
域
แ
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
̓
８
２
ổ
̌
２
５
２

େ
和
地
域
แ
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
̓
８
８
ổ
̌
１
̌
６
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԰
֎
޿
ࠂ
෺
ద
ਖ਼
Խ
०
ؒ

【
問
合
せ
】

　
新
潟
県 

౎
ࢢ
੓
ࡦ
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
４
２
６

　
９
月
１
日
 
～
10
日
 
は
、
԰

֎
広
ࠂ
物
ద
ਖ਼
Խ
०
間
で
す
。

　
ݝ
で
は
԰
֎
広
ࠂ
物
৚
ྫ
を
定

め
て
、「
ྑ
޷
な
ܠ
؍
の
ܗ
成
」「
自

然
の
お
も
む
き
の
ҡ
持
」「
広
ࠂ

物
の
౗
յ
・
མ
下
な
ど
に
よ
る
ة

ݥ
๷
ࢭ
」を
໨
త
に
ن、
੍
を
ߦ
っ

て
い
ま
す
。

　
ඒ
し
い
ܠ
؍
ҡ
持
の
た
め
に
、԰

֎
広
ࠂ
物
৚
ྫ
を
क
り
ま
し
ょ
う
。

ห
ޢ
࢜
ʹ
Α
Δ
ແ
ྉ
๏
཯
૬
ஊ

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
ফ
費
ੜ
׆
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
２
‐
２
５
４
１

　
マ
ル
ν
঎
๏
や
ࢿ
֨
঎
๏
に
よ

る
ফ
අ
者
ト
ϥ
ϒ
ル
、
多
ॏ
࠴
務
、

ෆ
ಈ
࢈
、
相
続
、
཭
ࠗ
な
ど
の
๏

཯
問
題
に
、
ห
ޢ
࢜
が
無
料
๏
཯

相
談
を
ຖ
月
ߦ
っ
て
い
ま
す
。

日
時
　
９
月
17
日
 

　
午
後
１
時
30
分
～
̐
時

会
場
　
本
ி
ࣷ 

南
分
ؗ
１
֊ 

　
ফ
අ
生
׆
セ
ン
タ
ー

定
員
　
５
人

※
相
談
時
間
は
１
人
໿
30
分

申
込
み

　
電
話
で
ご
予
໿
く
だ
さ
い
。

※
ห
ޢ
࢜
と
の
相
談
時
間
を
有
ޮ

に
࢖
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
֓
ཁ
を
࢕
い
ま
す

締
切
り
　
９
月
16
日
㈬
　
ਖ਼
午

　
ফ
අ
生
׆
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

ॏ
࠴
務
も
ؚ
め
、
ফ
අ
者
ト
ϥ
ϒ

ル
の
相
談
に
Ԡ
じ
ま
す
。

　
身
近
な
相
談
૭
ޱ
と
し
て
、
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

人
ݖ
ͳ
Μ
Ͱ
΋
૬
ஊ
ॴ

Ỗ
૬
ஊ
ແ
ྉ
ỏ
ൿ
ີ
ݫ
क
Ỗ

【
問
合
せ
】

　
๏
務
 ہ

ೆ
魚
沼
支
ہ

　
☎
７
７
２
‐
２
１
６
４

・
Ո
ఉ
内
（
෉
්
・
਌
子
・
相
続

な
ど
）、
਌
଒
間
、
近
ྡ
間
の

も
め
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、

ຖ
日
の
฻
ら
し
の
த
で
ى
こ
る

さ
ま
͟
ま
な
問
題

・
い
じ
め
、
ମ
േ
、
ঁ
性
ࠩ
ผ
、

֎
ࠃ
人
ࠩ
ผ
な
ど
の
あ
ら
Ώ
る

ࠩ
ผ
問
題

日
時
　
９
月
14
日
 
　

　
午
後
１
時
～
̐
時
（
受
付
⽅
午

後
３
時
ま
で
）

会
場
　
౦
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー

　
１
֊ 

和
ࣨ
１

૬
ஊ
員　
人
ݖ
༴
ޢ
ҕ
員

・
ኍ
ా
๕
ࠀ
〔
໳
前
〕

・
ਿ
岡
໌
શ
〔
্
໺
〕

申
込
み
　
ෆ
ཁ
。
௚
઀
ձ
場
ま
で
。

த
ԝ
公
ຽ
ؗ
ڭ
ཆ
講
座

͞
ͱ
͏
式
Ϧ
ϯ
ύ
έ
Ξ

η
ル
ϑ
έ
Ξ

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
த
ԝ
公
ຽ
ؗ

　
☎
７
７
３
‐
６
６
１
０

　
Ϧ
ン
パ
ケ
Ξ
は
コ
Ϧ
や
む
く
み

の
ղ
ফ
や
࢟
੎
վ
ળ
、
代
ँ
Ξ
ッ

プ
に
ޮ
Ռ
が
あ
り
ま
す
。
ケ
Ξ
方

๏
を
学
び
、
ർ
れ
に
く
く
若
ʑ
し

い
݈
߁
త
な
ମ
を
ख
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
５
日
～
12
月
21
日
の

第
１
・
３
月
曜
日
（
શ
６
回
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場

　
市
ຽ
ձ
ؗ
２
֊ 

ߨ
࠲
ࣨ
２

対
象　
20
歳
以
্

定
員
　
５
人
（
先
着
ॱ
）

費
用　
月
ֹ
２
⁌̌
̌
̌
円（
࢖
用

す
る
道
۩
の
࣮
අ
負
担
あ
り
）

講
師
　
ؠ
Ҫ
ܙ
ཧ
子
さ
ん

申
込
み

　
電
話
で
ご
予
໿
く
だ
さ
い
。

締
切
り
　
９
月
16
日
㈬
　
ਖ਼
午

Θ
͕
ࢠ
の
ࣗ
ཱ
を
ئ
͏
Ո
଒

の
集
͍

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
７
７
３
‐
６
６
１
１

　
高
౳
学
校
ෆ
登
校
、
ニ
ー
ト
、

ͻ
き
こ
も
り
な
ど
、
就
学
や
就
࿑

に
悩
む
若
者
を
Ո
଒
と
し
て
ど
う

ཧ
ղ
し
、
ど
う
支
え
る
か
を
一
ॹ

に
ߟ
え
て
み
ま
せ
ん
か
ʁ

　
今
回
は
、
ͻ
き
こ
も
り
支
援
や

Ո
ఉ
支
援
を
ݚ
ڀ
し
て
い
る
ࡈ
藤

ま
さ
子
さ
ん
が
Ξ
υ
バ
イ
β
ー
と

し
て
参
加
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
19
日
​

　
午
後
１
時
30
分
～
̐
時

会
場　
子
ど
も
・
若
者
ҭ
成
支
援

セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
ٛ
務
ڭ
ҭ
ऴ

ྃ
～
39
歳
の
若
者
の
Ո
଒

Ξ
υ
ό
Π
β
ー

ࡈ
藤
ま
さ
子
さ

ん
（
長
岡
ਸ
ಙ
େ
学
ڭ
त
）

申
込
み
　
前
日
ま
で
に
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

費
用　
１
̌
̌
円
（
お
஡
代
を
࣮

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

අ
負
担
）

く
ら
し
の
ແ
ྉ
ߦ
੓
૬
ஊ
ձ

Ỗ
૬
ஊ
ແ
ྉ
・
ൿ
ີ
ݫ
क
Ỗ

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
ࢢ
ຽ
課 

ࢢ
ຽ
൝

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
１

　
く
ら
し
の
無
料
ߦ
੓
相
談
ձ
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
１
日
 
　
午
後
１
時

30
分
～
̐
時

会
場
　
;
れ
Ѫ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
２
֊ 

多
໨
త
ϗ
ー
ル
΄
か

૬
ஊ
内
容

・
ձ
ࣾ
の
ઃ
立
、
໾
員
ม
ߋ
な
ど

๏
人
登
記
の
問
題

・
೶
地
関
܎
、
土
地
ݐ
物
の
ି
आ

・
ࣾ
ձ
อ
ݥ
、
࿑
務
、
年
ۚ
関
܎

・
Ո
ఉ
内
、
਌
଒
間
、
近
ྡ
間
の

も
め
ご
と
、
ෆ
౰
な
ࠩ
ผ
な
ど

人
ݖ
の
問
題

・
ۚ
મ
の
ି
आ
、
อ
ূ
、
多
ॏ
࠴

務
な
ど
の
問
題

૬
ஊ
員
　
ห
ޢ
࢜
、
ߦ
੓
ॻ
࢜
、

ࣾ
ձ
อ
ݥ
࿑
務
࢜
、
人
ݖ
༴
ޢ

ҕ
員

申
込
み
　
ෆ
ཁ
。
௚
઀
ձ
場
ま
で
。

※
ห
ޢ
࢜
΁
の
相
談
は
５
人
（
先

着
ॱ
）
ま
で
で
、
事
前
に
市
ຽ

՝
΁
予
໿
が
ඞ
ཁ
（
相
談
時
間

は
１
人
30
分
ఔ
度
）
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公
営
住
宅
の
公
募

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 
公
営
住
宅
係

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

　
次
回
の
入
居
者
募
集
は
、
市
報

10
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。（
入

居
に
関
す
る
相
談
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
）

働
く
た
め
の
準
備
講
座

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ

ン
タ
ー　

　
☎
７
７
３
‐
６
６
１
１

　「
今
ま
で
働
い
た
こ
と
が
な
い
」

「
仕
事
が
長
続
き
し
な
い
」「
仕
事

の
選
び
方
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど

の
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
９
日
㈮
、
16
日
㈮
、

23
日
㈮
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

※
３
回
参
加
が
原
則

会
場
　
子
ど
も
・
若
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
〔
塩
沢
〕

対
象
　
市
内
在
住
で
、「
働
く
」

こ
と
に
悩
む
39
歳
ま
で
の
人

内
容
　
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
第
１
回
　「
長
所
と
短
所
を
知
り
、

自
分
ら
し
さ
に
気
付
こ
う
」

第
２
回
　「
自
分
の
強
み
を
発
見

し
よ
う
」

第
３
回
　「
自
分
の
こ
と
を
、
簡

潔
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
よ
う
」

講
師
　
近
藤
円ま
ど
かさ
ん
（
長
岡
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

定
員
　
10
人

申
込
み
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

締
切
り
　
９
月
30
日
㈬
　

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
10
月

入
校
生
募
集

【
問
合
せ
】
新
潟
県
立
魚
沼
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
２
５
‐
７
９
４
‐
２
４
１
０

事
務
養
成
科
３
期

対
象
　
パ
ソ
コ
ン
の
事
務
ス
キ
ル

と
マ
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
学
び
、
就
職
を
希

望
す
る
人

期
日
　
10
月
９
日
㈮
～
令
和
３
年

１
月
６
日
㈬

　（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
50

分

会
場
　

　
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

定
員
　
15
人

費
用
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
検

定
受
験
料
な
ど
の
自
己
負
担
あ

り
）

申
込
み
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼

締
切
り
　
９
月
16
日
㈬

令
和
２
年
・
３
年
度
の
成
人

式
を
延
期
し
ま
す

【
問
合
せ
】

　
総
務
課
（
成
人
式
担
当
）

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
０

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
９
月
20
日
㈰
に
開

催
を
延
期
し
て
い
た
令
和
２
年
度

の
成
人
式
は
、
本
年
度
の
開
催
を

見
合
わ
せ
、
来
年
度
に
延
期
し
ま

す
。
ま
た
、
令
和
３
年
５
月
３
日

（
月
・
祝
）
に
開
催
を
予
定
し
て

い
た
令
和
３
年
度
の
成
人
式
も
延

期
し
ま
す
。

　
式
典
は
、
そ
れ
ぞ
れ
令
和
３
年

８
月
以
降
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

開
催
日
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、
対

象
者
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※
開
催
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
注
視
し

て
決
定
し
ま
す

八
色
の
森
か
ら 

㉙

【
問
合
せ
】

　
八
色
の
森
公
園
管
理
事
務
所

　
☎
７
８
０
‐
４
５
６
０

　
公
園
や
周
辺
で
見
ら
れ
る
生
物

な
ど
を
紹
介
し
ま
す

オ
オ
バ
コ

　
八
色
の
森
の
芝
生
広
場
で
芝
を

押
し
の
け
て
広
が
る
厄
介
な
雑
草

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
が
オ
オ
バ
コ
で
す
。
多
く
の

人
が
知
っ
て
い
る
有
名
な
雑
草
だ

と
思
い
ま
す
。

　
オ
オ
バ
コ
は
漢
方
薬
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
の

夏
休
み
の
宿
題
で
薬
草
と
し
て
オ

オ
バ
コ
を
集
め
た
記
憶
の
あ
る
人

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
オ
オ
バ
コ
は
地
面
か
ら
葉
が
出

て
、
葉
の
間
か
ら
花
茎
が
立
ち
花

が
咲
き
ま
す
。
花
は
茎
の
下
側
か

ら
先
端
に
向
か
っ
て
咲
い
て
い
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
咲
き
方
を
無

限
花か

序じ
ょ

と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
風

で
花
粉
が
運
ば
れ
る
風
媒
花
で
す
。

　
オ
オ
バ
コ
は
踏
み
つ
け
に
強
く
、

種
に
粘
着
性
が
あ
る
た
め
人
の
靴

な
ど
に
く
っ
つ
い
て
広
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
芝
生
広
場
で
は
利
用

の
多
い
と
こ
ろ
か
ら
広
が
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
踏
み
つ
け
な
ど

が
な
い
と
他
の
植
物
に
負
け
て
し

ま
う
弱
い
一
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
主
に
人
の
靴
が
分
布
を
広
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
高
山
の
登
山
道

な
ど
に
も
広
が
っ
て
お
り
自
然
植

生
を
か
く
乱
す
る
と
し
て
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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949－6696 新

潟
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編集後記

救 急 医 療

ほのぼの広場ほのぼの広場

【問合せ】保健課　☎773－6811
救急医療のかかり方　　　　　　　　　　　　　　　
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてください。
重症（意識がないなど）の場合は119番で
救急車を呼んでください。
●南魚沼市民病院　☎788－1222
●魚沼基幹病院　　☎777－3200
●齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
② 指示通りに受診する
•電話での指示に従って受診してください。
•スタッフの状況や症状などに応じて、他の医療機関
　を案内する場合があります。
•緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
　番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
•休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
　できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
夜間に困った時は
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、おう
吐、下痢、けがなど）にご利用ください。
時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
●新潟県救急医療電話相談　　対象　15歳以上
　☎025－284－7119（♯7119でも可）
●新潟県小児救急医療電話相談　　対象　15歳未満
　☎025－288－2525（♯8000でも可）

　７月28日㈫、栃窪小学校児童による苧
麻の刈り取りと苧引きが行われました。苧
麻は越後上布の原料となる植物で、児童は
地域の織物店の人から指導を受けながら、

自分たちで刈り取った苧麻から原料となる繊維（青苧）
を取り出す苧引き作業を一生懸命に行っていました。

行政
困りごと
相談

市民の動き
（　　　　）令和２年
７月末日現在

行政相談は、行政相談委員が、国の行政に関
する相談を聞き、制度や運営の改善に生かす
ための仕組みです。
※定例相談は毎月１回、第３水曜日に開催します
９月16日㈬ 13:00～15:00  市役所本庁舎南分館
【問合せ】 総務課 防災庶務班　☎773－6660

●人口　  55 ,524人（先月比 －107）
●男　　  27 ,197人（先月比 －58）
●女　　  28 ,327人（先月比 －49）
●世帯数  19 ,948戸（先月比 －67）

日にち 行事名・時間・会場など

おはなしのじかん
11：00～11：30　南魚沼市図書館 児童コーナー

プラチナディDVD上映会「奇跡の湿原 尾瀬」
11：00～11：50　南魚沼市図書館 多目的室

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店2階

ＤＶＤ上映会「恐竜超世界 第２集」
10：30～11：20、13：30～14：20
　　　　　　　　　南魚沼市図書館 多目的室

読書のつどい「どうぶつ」
10：30～11：00、14：00～14：30
　　　　　　　　　南魚沼市図書館 多目的室

第9回農業委員会総会
9：00～　大和庁舎３階 旧議場

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

６日㈰

10日㈭

12日㈯

19日㈯
20日㈰

25日㈮

9月のカレンダー9月のカレンダー

　新しい生活様式をもとに開いていますので、ご
理解とご協力をいただき、ぜひご利用ください。
対象　南魚沼市に住所がある未就学児と保護者
※ふれ愛広場のみ小学３年生までの児童と保護者
時間　１部９：30～12：00、２部13：00～15：30

来場のみなさんへのお願い
・身分証明書の提示（住所がわかるもの）
・家庭での検温（来館前に測る）
・マスク着用（大人のみ）
・入室時の手洗いか手指の消毒
・水分補給・授乳以外の飲食はできません
※体温が３７.５℃以上ある人は入場できません。
　咳や熱などの症状がある場合は検温や退場をお
　願いしたり、制限人数を超える場合は入場でき
　ない場合があります。ご了承ください
　お知らせ
　六日町会場のふれ愛広場で、のびのびタイム（親
子体操教室）を開催します。第２・第４土曜日の
13：30～14：30です。
※開催中はふれあい広場の利用はできません

【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

※新型コロナウイルスの影響により変更になる場合があります

　日中はまだまだ暑さが残りますが、
朝・晩の心地よい風に、季節の移ろい

を感じています。長かった梅雨や外出自粛、多くのイ
ベント中止など、今年の夏は短くさみしい印象が残り
ます。
　散歩道で田んぼの稲穂が垂れてきていることに気が
付きました。実りの秋も間近です。災害などなく、豊
年満作となりますように。早く新米食べたいな。
　　　　　　　　　　　　　　（秘書広報課　Y・T）

　大 和 会 場　 大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日　　  １・２部ともに１０組

　六日町会場　 イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月・火・木～日曜日　１・２部ともに２０組

　塩 沢 会 場　 塩沢庁舎（北棟２階）
　毎週 火・水・金曜日　　　１・２部ともに１０組

今月の
表紙

お  び

ちょ

ま

あお そ


